
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,952 6,839 7,902 8,971 合計 7,901,590 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 7,901,590 円

一般財源 4,952 6,839 7,902 8,971

職員人件費　② 1,768 1,753 1,760 1,871

総事業費（①＋②） 6,720 8,592 9,662 10,842

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

７

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 教育文化

基本

（

施策 スポーツ
施策体系

平

施策の内容 スポーツ活

成

動プログラムの充実

目

２

　
　
　
的

　全国及び県

６

レベルの大会を本市に

年

誘致する

主
た
る
内
容

　

度

全国及び県レベルの大

評

会で市内のスポーツ
こ

価

とで、競技者の拡大や

）

青少年の健全な育成､

刈

施設を利用する大会に

谷

対し、大会開催の使用

市

競技力向上及び競技団

事

体の強化を図るととも

務

料相当額を補助する。

事

に、市民が間近に観戦

業

する環境を整え、見る

評

スポーツの促進を図り

価

、市民が多くのスポー

シ

ツに触れる機会を作る

ー

。

位
置
づ
け

関連計画 第

ト

2次刈谷市スポーツマ

（

スタープラン

根拠法令

様

 

対象者 刈谷市体育協

式

会へ関連する競技団体

１

事業期間 ～

実施方法 □

）

直営　□委託　□指定

会

管理　■補助・助成　

計

□その他

名 担当部 生涯学習

Ｂ
　
事
　

部

業
　
実
　
績

２４年度実

一

績 ２５年度実績 ２６年

般

度実績 ２７年度計画

日

会

本女子ソフトボールリ

計

ーグ 日本女子ソフトボ

各

ールリーグ 日本女子ソ

種

フトボールリーグ 日本

大

女子ソフトボールリー

会

グ
を始めとする18の

補

大会に補助 を始めとす

助

る19の大会に補助 を

事

始めとする19の大会

業

に補助 を始めとする2

担

2の大会に補助｡
を実

当

施。 を実施。 を実施。

課

　全国レベルの大会等

ス

を誘致することで、市

ポ

民がスポーツに触れる

ー

機会を創出するととも

ツ

に、スポーツ活動に参

課

加できる

成果
きっかけ

款

づくりを行った。また

項

、青少年がスポーツに

目

親しみ、競技力の向上

担

や幅広い交流を行う機

当

会を支援し、青少年の

係

健全育成を図った。

　

指

特になし。

課題

指標名

導

称（単位）
実績値 目標

係

値

２４年度 ２５年度 ２

1

６年度 ２７年度 ２９年

0

度

活動 大会数（大会）

6

18 19 19 22 22

2

指標
 

指標
 

他市との



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市民が、主体的

平

にスポーツに親しむき

成

っかけとなり、生
・法

２

的業務
高い

涯スポーツ

７

社会の実現に向け、必

年

要な事業であると考え

度

ら
必要性 ・市民ニーズ

（

、社会需要 れる。
・市

平

民生活上必要である　

成

など

　本市の有料施設

２

使用料相当額分を補助

６

するものであるが
・コ

年

ストの節減、費用対効

度

果
普通

、使用料は市の

評

歳入となり相殺される

価

。効果としては、市
効

）

率性 ・執行体制の効率

刈

性 民のスポーツに触れ

谷

る機会が増え、みるス

市

ポーツの促進が
・手段

事

の最適性　など 図られ

務

る。

　スポーツの重要

事

性を再認識してもらい

業

、市民のスポーツ
・市

評

が主体となって実施す

価

る
高い

活動への動機づ

シ

けを行うことで、本市

ー

のスポーツ活動の推
妥

ト

当性 　べき事業である

（

か 進が図られ、市が主

様

体となり積極的に推進

式

する事業である
・総合

２

計画との整合性　など

）

と考えられる。

　第2

会

次刈谷市スポーツマス

計

タープランに掲げる「

名

豊かなス

施策への ・施

担

策への貢献度
高い

ポー

当

ツライフの実現」に向

部

け、みるスポーツ等の

生

観点から
・目標達成度

涯

、市民がスポーツを楽

学

しむことができる環境

習

づくりに貢献
貢献度 ・

部

市民サービスへの効果

一

　など している。

今後

般

の方向性 □拡充　■現

会

状維持　□改善・効率

計

化　□縮小　□終期設

各

定　□休止・廃止

　ス

種

ポーツに対する市民ニ

大

ーズが多様化している

会

中、市民がさまざまな

補

スポーツに触れる機会

助

を設け、競技の普及、

事

競技人口の拡大、競技

業

レベルの向上等を目指

担

すとともに、スポーツ

当

を楽しむことができる

課

環境を整えることで、

ス

生涯
スポーツの推進が

ポ

図られる。重要な事業

ー

であり、今後も継続す

ツ

る必要がある事業と考

課

えられる。

款 項 目 担

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ

当

 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価

係

　
∨

指導係

10 6 2



及係

10 6

Ｃ
　
事
　
業
　

2

コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 35 149 108 151 合計 107,528 円
報償費 40,500 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 67,028 円

一般財源 35 149 108 151

職員人件費　② 707 701 1,056 1,123

総事業費（①＋②） 742 850 1,164 1,274

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　

７

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

年

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

度

　
概
　
要

総合計画
分野

（

教育文化

基本施策 スポ

平

ーツ
施策体系

施策の内

成

容 スポーツ指導者の育

２

成

目
　
　
　
的

　高齢化

６

社会の進展、余暇時間

年

の増大等に伴

主
た
る
内

度

容

　専門知識、実績の

評

ある講師を迎え、科学

価

的
い、生涯スポーツ活

）

動を推進するため、そ

刈

の アプローチに基づい

谷

た講義及び実技指導を

市

行
推進役となるリーダ

事

ーを育成し、市民スポ

務

ー う。
ツ活動の活性化

事

、継続化を図る。

位
置

業

づ
け

関連計画 第2次刈

評

谷市スポーツマスター

価

プラン

根拠法令 スポー

シ

ツ基本法

対象者 市民 事

ー

業期間 平成７年度 ～

実

ト

施方法 ■直営　□委託

（

　□指定管理　□補助

様

・助成　□その他

式１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

生

４年度実績 ２５年度実

涯

績 ２６年度実績 ２７年

学

度計画

【講座メニュー

習

】 【講座メニュー】 【

部

講座メニュー】 【講座

一

メニュー】
・オリンピ

般

ックを考える ・心理学

会

から考える指導方法 ・

計

栄養学 ・体幹トレーニ

ス

ング
・ロンドンオリン

ポ

ピック紀行 ・効果、効

ー

率を考えたトレー ・ス

ツ

トレッチ
・トレーニン

リ

グ実践 　ニング
・テー

ー

ピング

　日々進歩する

ダ

専門知識や最新のスポ

ー

ーツ科学を取り入れた

養

研修機会を継続的に提

成

供することにより、優

講

れた指導者の育

成果
成

座

と確保ができた。

　養

事

成したリーダーを活用

業

するシステムは、生涯

担

学習指導者名簿等への

当

掲載のみであり、より

課

一層の充実が求められ

ス

る。

課題

指標名称（単

ポ

位）
実績値 目標値

２４

ー

年度 ２５年度 ２６年度

ツ

２７年度 ２９年度

活動

課

スポーツリーダー養成

款

講座修了者数 14 29

項

44 50 50
指標 （人

目

）
 

指標
 

他市との
比

担

較検証

当係 普



係

10 6 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市

平

民がスポーツを継続す

成

るためには、だれもが

２

気軽に参
・法的業務

普

７

通
加できるスポーツプ

年

ログラムとそれを適切

度

に指導する指導
必要性

（

・市民ニーズ、社会需

平

要 者が必要である。
・

成

市民生活上必要である

２

　など

　愛知教育大学

６

と協働して、講座のメ

年

ニュー作りから指導
・

度

コストの節減、費用対

評

効果
高い

まで一環して

価

行い、官学連携したス

）

ポーツ推進に努めてい

刈

効率性 ・執行体制の効

谷

率性 る。
・手段の最適

市

性　など

　市民がスポ

事

ーツ活動をはじめ、継

務

続できるよう、指導者

事

・市が主体となって実

業

施する
普通

の育成に努

評

める。
妥当性 　べき事

価

業であるか
・総合計画

シ

との整合性　など

　ス

ー

ポーツマスタープラン

ト

基本施策として推進を

（

図ってい

施策への ・施

様

策への貢献度
高い

る。

式

・目標達成度
貢献度 ・

２

市民サービスへの効果

）

　など

今後の方向性 □

会

拡充　□現状維持　■

計

改善・効率化　□縮小

名

　□終期設定　□休止

担

・廃止

　市民のスポー

当

ツ活動が多様化、高度

部

化し、指導者へのニー

生

ズも質･量ともに増大

涯

しています。指導者に

学

は、豊かな人
間性、競

習

技の専門性、スポーツ

部

環境や条件の管理能力

一

などが求められます。

般

また、技術指導だけで

会

なく、スポーツの
多様

計

な楽しみ方の指導など

ス

、幅広いマネージメン

ポ

トができる指導者の育

ー

成に努めます。

ツリーダ

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 

ー

　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評

養

　
価
　
∨

成講座事業
担当課 スポーツ課

款 項 目 担当係 普及



6

動への参加機会を提供

2

・拡

大できた。

　競技の普及・人口の拡大といった競技団体としての設置目的に照らし、競技の専門性と民間団体としての柔軟性を活か

し、競技団体による自主運営が可能となるように、さらに育成に努める必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２９年度

成果 各種大会、イベント参加者数（人） 13,711 12,189 12,685 13,000 13,000
指標

指標
　スポーツ教室は近隣各市で開催されていますが、基本方針、事業主体、種目、規模等異なるため、一概に

他市との 比較検討することは難しい。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,270 4,529 4,653 4,882 合計 4,653,466 円
報償費 3,865,500 円

財
　
源

特定財源 2,847 2,149 2,101 3,115 需用費 88,236 円
役務費 368,730 円

一般財源 2,423 2,380 2,552 1,767 負担金、補助及び
交付金 331,000 円

職員人件費　② 2,476 2,455 2,816 2,994

総事業費（①＋②） 7,74

Ｄ

6 6,984 7,46

　

9 7,876

建
設
事
業

　

全体事業費（単位：千

　

円） 0 ２６年度特定財

Ｏ

源名称

２６年度までの

　

累積事業費 0 ・スポー

　

ツ教室参加料

２８年度

∧

以降の事業費見込 0

　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

７

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 スポーツ
施策

平

体系
施策の内容 スポー

成

ツ活動プログラムの充

２

実

目
　
　
　
的

　現在ス

６

ポーツをしていない市

年

民に対して、

主
た
る
内

度

容

　各種スポーツ教室

評

を、幅広い年齢層と時

価

間
スポーツへの動機づ

）

けと健康増進を図る。

刈

　 帯で開催する。
　ま

谷

た、子どもの体力向上

市

、女性の社会参加､ 　

事

競技連盟に教室開催を

務

移行し、競技人口の
高

事

齢者の体力向上を目指

業

す。 拡大等を図る。

位

評

置
づ
け

関連計画 スポー

価

ツ基本計画（国）、第

シ

2次刈谷市スポーツマ

ー

スタープラン

根拠法令

ト

スポーツ基本法

対象者

（

市民 事業期間 ～

実施方

様

法 ■直営　□委託　□

式

指定管理　□補助・助

１

成　□その他

）

会計名 担当部 生

Ｂ
　

涯

事
　
業
　
実
　
績

２４年

学

度実績 ２５年度実績 ２

習

６年度実績 ２７年度計

部

画

市主催10教室（定

一

員1,215人）市主

般

催8教室（定員1,0

会

65人） 市主催9教室

計

（定員1,185人）

ス

市主催9教室（定員1

ポ

,185人）
・ウィン

ー

グアリーナ刈谷コー 連

ツ

盟主催2教室 連盟主催

教

2教室 連盟主催1教室

室

　ス ・卓球　　1教室

開

（2年目） ・卓球　　

催

1教室（3年目） ・テ

事

ニス　1教室（3年目

業

）
　8教室（定員1,

担

065人） ・テニス　

当

1教室（1年目） ・テ

課

ニス　1教室（2年目

ス

）
・刈谷市体育館コー

ポ

ス
　2教室（定員15

ー

0人）
連盟主催3教室

ツ

・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ　

課

2教室（3年目）
・卓

款

球　　　1教室（1年

項

目）

　市民の体力増進

目

、スポーツの知識技能

担

習得及び施設利用マナ

当

ー向上が図られたほか

係

、子どもの体力向上、

普

女性の社会参

成果
加、

及

子育て支援、高齢者の

係

スポーツへの啓発等と

1

なる教室を開催するこ

0

とにより、スポーツ活



2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　スポーツを

平

はじめるきっかけづく

成

り、女性や高齢者等の

２

・法的業務
普通

健康増

７

進、社会参画、子ども

年

の体力向上に資する教

度

室を主
必要性 ・市民ニ

（

ーズ、社会需要 に開催

平

しているため必要な事

成

業である。
・市民生活

２

上必要である　など

　

６

カンガルールームを設

年

置し、子育て中の方に

度

も参加しや
・コストの

評

節減、費用対効果
高い

価

すい等の環境を整えた

）

教室の開催。また子ど

刈

も向けの教室
効率性 ・

谷

執行体制の効率性 は、

市

愛知教育大学の保健体

事

育講座等に学外学習の

務

一環とし
・手段の最適

事

性　など て学生を、タ

業

グラグビー教室は豊田

評

自動織機ラグビー部Ｏ

価

Ｂ等を派遣してもらう

シ

等、専門性も高めてい

ー

る。
　市民スポーツの

ト

普及振興を目指してい

（

るため、市民のス
・市

様

が主体となって実施す

式

る
高い

ポーツ活動への

２

動機づけ、健康につい

）

ての理解を深めるた
妥

会

当性 　べき事業である

計

か め必要な事業である

名

。
・総合計画との整合

担

性　など

　だれもが生

当

涯にわたって、それぞ

部

れの体力や年齢、目的

生

施策への ・施策への貢

涯

献度
高い

に応じ、主体

学

的にスポーツに親しむ

習

ことの出来る生涯スポ

部

・目標達成度 ーツ社会

一

の実現に貢献している

般

。
貢献度 ・市民サービ

会

スへの効果　など

今後

計

の方向性 □拡充　□現

ス

状維持　■改善・効率

ポ

化　□縮小　□終期設

ー

定　□休止・廃止

　市

ツ

民ニーズが多様化して

教

いる現在、競技の普及

室

・競技人口の拡大・競

開

技レベルの向上等の観

催

点から、市民団体など

事

が実施主体となる方が

業

望ましい教室・種目も

担

あり、実施目的や果た

当

す役割、民間の動向、

課

実施能力の有無やサー

ス

ビス
面も踏まえて、事

ポ

業の廃止、各競技連盟

ー

等への移行をさらに進

ツ

めていく。

課

款 項 目

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ

担

 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価

当

　
∨

係 普及係

10 6



係

位）
実績値 目標値

２４

普

年度 ２５年度 ２６年度

及

２７年度 ２９年度

活動

係

総合型地域スポーツク

1

ラブ加入者数 2,10

0

7 2,031 2,12

6

6 2,169 2,25

2

6
指標 （人）

 
指標

近隣市町のクラブ設立状況
他市との 　碧南市1クラブ、安城市2クラブ、知立市1クラブ、高浜市1クラブ、
比較検証 　東浦町1クラブ

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,250 3,050 2,550 1,750 合計 2,550,000 円
委託料 250,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 負担金、補助及び
交付金 2,300,000 円

一般財源 3,250 3,050 2,550 1,750

職員人件費　② 2,122 2,104 1,408 1,497

総事業費（①＋②） 5,372 5,154 3,958 3,247

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ

７

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

平

スポーツ
施策体系

施策

成

の内容 クラブ・団体の

２

育成

目
　
　
　
的

　地域

６

のスポーツ振興のみな

年

らず、スポーツ

主
た
る

度

内
容

　6中学校区にあ

評

る総合型地域スポーツ

価

クラブ
を通じた地域コ

）

ミュニティの形成、青

刈

少年育 への運営補助及

谷

びクラブの自立に向け

市

て調査
成、高齢者や障

事

害のある人の社会参画

務

の場と 研究を行う。
し

事

ての効果を期待する総

業

合型地域スポーツク
ラ

評

ブの育成を図る。

位
置

価

づ
け

関連計画 スポーツ

シ

基本計画（国）、第2

ー

次刈谷市スポーツマス

ト

タープラン

根拠法令 ス

（

ポーツ基本法

対象者 市

様

民 事業期間 平成１６年

式

度 ～

実施方法 □直営　

１

■委託　□指定管理　

）

■補助・助成　□その

会

他

計名 担当部 生涯学

Ｂ
　
事
　
業
　
実

習

　
績

２４年度実績 ２５

部

年度実績 ２６年度実績

一

２７年度計画

・総合型

般

地域スポーツクラブ ・

会

総合型地域スポーツク

計

ラブ ・総合型地域スポ

総

ーツクラブ ・総合型地

合

域スポーツクラブ
　研

型

究会（2ヶ月1回） 　

地

研究会（2ヶ月1回）

域

　研究会（2ヶ月1回

ス

） 　研究会（2ヶ月1

ポ

回）
・クラブ運営補助

ー

（6地区） ・クラブ運

ツ

営補助（6地区） ・ク

ク

ラブ運営補助（6地区

ラ

） ・クラブ運営補助（

ブ

5地区）

　平成16年

育

の朝日総合スポーツク

成

ラブの設立をきっかけ

事

に、依佐美（Ｈ17）

業

、刈谷東（Ｈ17）、

担

富士松（Ｈ18）、雁

当

が音

成果
（Ｈ18）、

課

刈谷南（Ｈ19）総合

ス

スポーツクラブが設立

ポ

し、市内の全6中学校

ー

区ですべてのクラブが

ツ

設立した。

　今後の課

課

題として、会員の確保

款

、活動拠点の確保、安

項

定的な財源の確保、運

目

営スタッフの充実、組

担

織力の強化があげら

れ

当

る。
課題

指標名称（単



普及係
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Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

平

　地域のスポーツ振興

成

において必要性の高い

２

事業である。
・法的業

７

務
高い必要性 ・市民ニ

年

ーズ、社会需要
・市民

度

生活上必要である　な

（

ど

　参加者の増加を図

平

るため一層の啓発活動

成

とクラブの活動
・コス

２

トの節減、費用対効果

６

普通
内容の充実が求め

年

られている。
効率性 ・

度

執行体制の効率性
・手

評

段の最適性　など

　地

価

域住民が主体的な運営

）

ができるよう育成支援

刈

するため
・市が主体と

谷

なって実施する
高い

に

市

必要な事業である。
妥

事

当性 　べき事業である

務

か
・総合計画との整合

事

性　など

　第2次スポ

業

ーツマスタープランの

評

重点施策として推進を

価

図

施策への ・施策への

シ

貢献度
高い

っている。

ー

・目標達成度
貢献度 ・

ト

市民サービスへの効果

（

　など

今後の方向性 □

様

拡充　■現状維持　□

式

改善・効率化　□縮小

２

　□終期設定　□休止

）

・廃止

　第2次スポー

会

ツマスタープランの重

計

点施策として位置づけ

名

られた、総合型地域ス

担

ポーツクラブの育成に

当

ついては、地
域のスポ

部

ーツ振興のみならず、

生

スポーツを通じたコミ

涯

ュニティの形成、青少

学

年の健全育成、高齢者

習

や障害のある人の
社会

部

参画の場としてなどの

一

役割が期待されていま

般

す。
　本市では住民が

会

気軽に参加できる範囲

計

として「地域」を考え

総

た場合中学校区ごとの

合

設立が望ましいと結論

型

づけ全6中
学校区に設

地

立しています。
　今後

域

も継続的にクラブの育

ス

成に努めるため定期的

ポ

に研究会を開催してい

ー

ますが、先の行政評価

ツ

委員会でお示したと
お

ク

り補助金削減計画（案

ラ

）に基づき平成25年

ブ

度より削減を始め、ク

育

ラブ運営の基本である

成

自主・自立に向けて取

事

組み
を進めるとともに

業

、補助金廃止後のクラ

担

ブ運営の安定的な財源

当

確保の検討を進めます

課

。

スポー

Ｃ
 
　
Ｈ

ツ

 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 

課

　
∧
　
評
　
価
　
∨

款 項 目 担当係



担

0 合計 13,932,

当

000 円
委託料 13

係

,932,000 円

業

財
　
源

特定財源 0 0 0

務

0

一般財源 0 0 13,

係

932 0

職員人件費　

1

② 0 0 704 0

総事業

0

費（①＋②） 0 0 14

6

,636 0

建
設
事
業

全

3

体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

年

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

度

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

（

計画
分野 教育文化

基本

平

施策 スポーツ
施策体系

成

施策の内容 スポーツ施

２

設の整備・充実・開放

６

目
　
　
　
的

　市民のス

年

ポーツ需要への対応と

度

健康づくり

主
た
る
内
容

評

　県の逢妻川洪水調節

価

地計画にあわせて、運

）

を推進し、スポーツ施

刈

設の充実を図る。 動広

谷

場の設計委託を行う。

市

位
置
づ
け

関連計画

根拠

事

法令

対象者 事業期間 ～

務

実施方法 ■直営　□委

事

託　□指定管理　□補

業

助・助成　□その他

評価シート （様式１

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

）

２４年度実績 ２５年度

会

実績 ２６年度実績 ２７

計

年度計画

　 　 ・基本設

名

計業務委託 　
　 　 　
　

担

　 　
　 　 　
　　　――

当

――――― 　　　――

部

――――― 　　　――

生

―――――

基本設計（

涯

再設計）を行った。

成

学

果

県の逢妻川洪水調節

習

地の計画によっては、

部

整備計画が見直される

一

可能性がある。

課題

指

般

標名称（単位）
実績値

会

目標値

２４年度 ２５年

計

度 ２６年度 ２７年度 ２

（

９年度

成果 各種施設が

仮

整い、文化やスポーツ

称

、学習活動などに 74

）

.8 ― 75.4 74.

逢

0 75.2
指標 取組み

妻

やすいと思う市民の割

川

合(％)
成果 週1回以

河

上スポーツをしている

川

市民の割合（％） 39

敷

.5 ― 39.1 45.

運

0 47.0
指標

近隣市

動

町村には事例がない。

広

他市との 神奈川県に1

場

施設あり。
比較検証

整備事業
担当課 スポ

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

ー

ト

単位：千円
２４年度

ツ

２５年度 ２６年度 ２７

課

年度 ２６年度

（決算）

款

（決算） （決算） （予

項

算） 事業費内訳

事業費

目

　① 0 0 13,932



当係 業務係
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Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の

平

理由

市民の余暇活動の

成

場を広げる。
・法的業

２

務
普通必要性 ・市民ニ

７

ーズ、社会需要
・市民

年

生活上必要である　な

度

ど

逢妻川の増水時の調

（

整池を有効活用ができ

平

る。
・コストの節減、

成

費用対効果
普通効率性

２

・執行体制の効率性
・

６

手段の最適性　など

亀

年

城公園運動広場の一体

度

的な整備事業である。

評

・市が主体となって実

価

施する
普通妥当性 　べ

）

き事業であるか
・総合

刈

計画との整合性　など

谷

スポーツがしたくなる

市

、できる、続けたくな

事

る環境整備と

施策への

務

・施策への貢献度
普通

事

して貢献。
・目標達成

業

度
貢献度 ・市民サービ

評

スへの効果　など

今後

価

の方向性 □拡充　■現

シ

状維持　□改善・効率

ー

化　□縮小　□終期設

ト

定　□休止・廃止

関係

（

機関との調整の進捗状

様

況に基づき、事業を進

式

める。

２）

会

Ｃ
 

計

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　

名

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

担当部 生涯学習部

一般会計
（仮称）逢妻川河川敷運動広場整備事業

担当課 スポーツ課

款 項 目 担



業費　① 0 0 219,069 0 合計 219,069,000 円
役務費 45,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 219,024,000 円

一般財源 0 0 219,069 0

職員人件費　② 0 0 704 0

総事業費（①＋②） 0 0 219,773 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

ウェーブスタジアム刈谷電光掲示盤更新事

業

平成２７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 教育文化

平

基本施策 スポーツ
施策

成

体系
施策の内容 スポー

２

ツ施設の整備・充実・

６

開放

目
　
　
　
的

　大会

年

等の円滑な運営のため

度

、ウェーブスタ

主
た
る

評

内
容

　ウェーブスタジ

価

アム刈谷の得点表示盤

）

を、
ジアム刈谷の施設

刈

の充実を図る。 フルカ

谷

ラーＬＥＤ方式の電光

市

掲示盤に更新す
る。

位

事

置
づ
け

関連計画

根拠法

務

令

対象者 事業期間 ～

実

事

施方法 ■直営　□委託

業

　□指定管理　□補助

評

・助成　□その他

価シート （様式１）

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

会

４年度実績 ２５年度実

計

績 ２６年度実績 ２７年

名

度計画

　 　 ・電光掲示

担

盤の更新 　
　 　 　
　 　

当

　
　 　 　
　　　―――

部

―――― 　　　―――

生

―――― 　　　―――

涯

――――

電光掲示盤の

学

更新を行うことができ

習

た。

成果

課題

指標名称

部

（単位）
実績値 目標値

一

２４年度 ２５年度 ２６

般

年度 ２７年度 ２９年度

会

成果 各種施設が整い、

計

文化やスポーツ、学習

担

活動などに 74.8 ―

当

75.4 74.0 75

課

.2
指標 取組みやすい

ス

と思う市民の割合(％

ポ

)
成果 週1回以上スポ

ー

ーツをしている市民の

ツ

割合（％） 39.5 ―

課

39.1 45.0 47

款

.0
指標

電光掲示板設

項

置市：豊田市（陸上競

目

技場、豊田スタジアム

担

）、半田市（陸上競技

当

場）、名古屋市（瑞穂

係

スポ
他市との ーツパー

業

クスタジアム）
比較検

務

証

係

10 6 3

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事



刈谷電光掲示盤更新事

業

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評

平

価の理由

LED方式に

成

よるカラー表示となり

２

、視認性の向上と情報

７

量の
・法的業務

高い
増

年

加を図ることができた

度

。
必要性 ・市民ニーズ

（

、社会需要
・市民生活

平

上必要である　など

情

成

報量の向上に伴う維持

２

コストを、LED化に

６

より節減が期待
・コス

年

トの節減、費用対効果

度

高い
できる。

効率性 ・

評

執行体制の効率性
・手

価

段の最適性　など

第３

）

種公認競技場としての

刈

設備として有用である

谷

。
・市が主体となって

市

実施する
普通妥当性 　

事

べき事業であるか
・総

務

合計画との整合性　な

事

ど

視認性の向上など、

業

利用者へのサービスが

評

向上した。

施策への ・

価

施策への貢献度
高い・

シ

目標達成度
貢献度 ・市

ー

民サービスへの効果　

ト

など

今後の方向性 □拡

（

充　□現状維持　□改

様

善・効率化　□縮小　

式

□終期設定　■休止・

２

廃止

終了。

）

会計名

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ

担

 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価

当

　
∨

部 生涯学習部

一般会計 担当課 スポーツ課

款 項 目 担当係 業務係

10 6 3

ウェーブスタジアム



0

協会の更なる組織力の

6

強化が必要である。

課

2

題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２９年度

活動 加盟人数（人） 12,245 12,435 12,662 13,000 13,500
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,550 5,550 4,550 5,906 合計 4,550,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 4,550,000 円

一般財源 4,550 5,550 4,550 5,906

職員人件費　② 5,659 5,611 5,632 7,486

総事業費（①＋②） 10,209 11,161 10,182 13,392

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

７

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 スポーツ
施

平

策体系
施策の内容 クラ

成

ブ・団体の育成

目
　
　

２

　
的

　本市における体

６

育・スポーツ団体を統

年

括す

主
た
る
内
容

・市民

度

のスポーツ活動の向上

評

等に関する調査
るとと

価

もに、市民スポーツの

）

普及振興を図り 　研究

刈

、市民の健全な心身の

谷

発展に寄与することを

市

・スポーツ団体の育成

事

・強化
目的に活動する

務

刈谷市体育協会に対し

事

補助を ・スポーツ団体

業

への情報提供
行う。 ・

評

スポーツ大会等の実施

価

・体育施設の充実等に

シ

ついての指導及び助言

ー

・その他目的の達成に

ト

必要な事業の実施

位
置

（

づ
け

関連計画 第2次刈

様

谷市スポーツマスター

式

プラン

根拠法令  

対象

１

者 刈谷市体育協会加盟

）

団体 事業期間 昭和３４

会

年度 ～

実施方法 □直営

計

　□委託　□指定管理

名

　■補助・助成　□そ

担

の他

当部 生涯学習部

一

Ｂ
　
事
　
業
　

般

実
　
績

２４年度実績 ２

会

５年度実績 ２６年度実

計

績 ２７年度計画

・刈谷

刈

市長杯総合体育大会、

谷

・刈谷市長杯総合体育

市

大会、 ・刈谷市長杯総

体

合体育大会、 ・刈谷市

育

長杯総合体育大会、
　

協

国民体育大会選手壮行

会

会の 　国民体育大会選

補

手壮行会の 　国民体育

助

大会選手壮行会の 　国

事

民体育大会選手壮行会

業

の
　開催等 　開催等 　

担

開催等 　開催等
・協会

当

組織の強化を図るため

課

・協会組織の強化を図

ス

るため ・協会組織の強

ポ

化を図るため
　の調査

ー

、研究 　の調査、研究

ツ

　の調査、研究
・各種

課

国際大会等の誘致に向

款

　けた取組

　各種事業

項

を実施し、市民スポー

目

ツの普及振興を図ると

担

ともに、ジュニア育成

当

事業の一層の推進を図

係

り、本市の将来を担

成

指

果
う競技者の育成に努

導

めた。

　本市における

係

体育・スポーツ団体の

1

中心的な組織として、



当

0 1,649 1,58

係

3 1,650 1,80

指

0
指標

 
指標

 
他市と

導

の
比較検証

係

10 6 2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,920 1,920 1,920 1,920 合計 1,920,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 1,920,000 円

一般財源 1,920 1,920 1,920 1,920

職員人件費　② 5,659 5,611 4,928 5,240

総事業費（①＋②） 7,579 7,531 6,848 7,160

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 教育文化

基本施

平

策 スポーツ
施策体系

施

成

策の内容 クラブ・団体

２

の育成

目
　
　
　
的

　市

６

民の健康と文化の向上

年

並びに健全なスポ

主
た

度

る
内
容

　市内のスポー

評

ツ・レクリエーション

価

団体を
ーツ・レクリエ

）

ーション活動の実施、

刈

普及を 束ね、各団体の

谷

指導育成、各種大会の

市

開催及
目的とし活動す

事

る刈谷市レクリエーシ

務

ョン協 び指導者養成な

事

どの事業を実施する。

業

会に対し補助を実施す

評

る。

位
置
づ
け

関連計画

価

第2次刈谷市スポーツ

シ

マスタープラン

根拠法

ー

令  

対象者 刈谷市レク

ト

リエーション協会加盟

（

団体 事業期間 昭和２２

様

年度 ～

実施方法 □直営

式

　□委託　□指定管理

１

　■補助・助成　□そ

）

の他

会計名 担当部 生涯

Ｂ
　
事
　
業
　

学

実
　
績

２４年度実績 ２

習

５年度実績 ２６年度実

部

績 ２７年度計画

・刈谷

一

市民盆踊り大会の実施

般

・刈谷市民盆踊り大会

会

の実施 ・刈谷市民盆踊

計

り大会の実施 ・刈谷市

刈

民盆踊り大会をはじ
・

谷

加盟団体委託事業の実

市

施　 ・加盟団体委託事

レ

業の実施　 ・加盟団体

ク

委託事業の実施　 　め

リ

とする協会主催事業の

エ

実
　施
・加盟団体委託

ー

事業の実施　

　各種事

シ

業を実施し、市民の健

ョ

康と文化向上並びに健

ン

全なスポーツ・レクリ

協

エーション活動の実施

会

及び普及を図るととも

補

成果
に、加盟団体の支

助

援・育成に努めた。

　

事

市内のスポーツ・レク

業

リエーションの更なる

担

普及・振興を図るため

当

、協会所属団体が主体

課

性を持って継続的、組

ス

織的、

計画的に活動を

ポ

行うことができるよう

ー

支援する仕組み作りを

ツ

行うことが必要である

課

。
課題

指標名称（単位

款

）
実績値 目標値

２４年

項

度 ２５年度 ２６年度 ２

目

７年度 ２９年度

活動 加

担

盟人数（人） 2,17



6

事業
ニュースポーツ紹

2

介）、西三 （地域等へニュースポーツ紹 （地域等へニュースポーツ紹 （地域等へニュースポーツ紹
河地区スポーツ推進委員実技 介） 介） 介）、西三河地区スポーツ推
研修会開催 進委員実技研修会開催

　地域のスポーツコーディネーターとして、スポーツの推進に努めた。

成果

　スポーツ推進委員の資質の向上と技能の習得を図るともに地域のスポーツ振興策の充実を図る。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２９年度

成果 週1回以上スポーツをしている市民の割合（％） 39.5 － 39.1 45.0 47.0
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 499 476 509 769 合計 509,419 円
旅費 39,060 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 224,488 円
役務費 92,840 円

一般財源 499 476 509 769 委託料 9,331 円
負担金、補助及び

職員人件費　② 2,476 2,455 2,112 2,246 交付金 143,700 円

総事業費（①＋②） 2,975 2,931 2,621 3,015

建
設
事
業

全体事業費（

Ｄ

単位：千円） 0 ２６年

　

度特定財源名称

２６年

　

度までの累積事業費 0

　

２８年度以降の事業費

Ｏ

見込 0

　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

７

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 スポーツ
施策

平

体系
施策の内容 スポー

成

ツ指導者の育成

目
　
　

２

　
的

　地域のスポーツ

６

推進のために活動する

年

スポ

主
た
る
内
容

　市民

度

の要望に応じた実技指

評

導
ーツ推進委員の支援

価

を行う。 　学校、公民

）

館等の教育機関その他

刈

行政機関
が行うスポー

谷

ツ行事又は事業への協

市

力
　各種大会及び研修

事

会等への出席と開催

位

務

置
づ
け

関連計画 第2次

事

刈谷市スポーツマスタ

業

ープラン

根拠法令 スポ

評

ーツ基本法

対象者 スポ

価

ーツ推進委員 事業期間

シ

昭和３７年度 ～

実施方

ー

法 ■直営　□委託　□

ト

指定管理　□補助・助

（

成　□その他

様式１）

会計名 担

Ｂ
　

当

事
　
業
　
実
　
績

２４年

部

度実績 ２５年度実績 ２

生

６年度実績 ２７年度計

涯

画

総合型地域スポーツ

学

クラブの 総合型地域ス

習

ポーツクラブの 総合型

部

地域スポーツクラブの

一

総合型地域スポーツク

般

ラブの
育成、かきつば

会

たマラソン大 育成、か

計

きつばたマラソン大 育

ス

成、かきつばたマラソ

ポ

ン大 育成、かきつばた

ー

マラソン大
会の運営協

ツ

力、体指だより発 会の

推

運営協力、スポーツ推

進

進 会の運営協力、スポ

委

ーツ推進 会の運営協力

員

、スポーツ推進
行（チ

事

ャレンジ50）、ＧＯ

業

Ｇ 委員だより発行（チ

担

ャレンジ5委員だより

当

発行（チャレンジ5委

課

員だより発行（チャレ

ス

ンジ5
Ｏウォーキング

ポ

（実行委員会 0）、Ｇ

ー

ＯＧＯウォーキング（

ツ

0）、ＧＯＧＯウォー

課

キング（0）、ＧＯＧ

款

Ｏウォーキング（
）、

項

スポーツふれあいｄａ

目

ｙ 実行委員会）、スポ

担

ーツふれ 実行委員会）

当

、スポーツふれ 実行委

係

員会）、スポーツふれ

普

の開催、派遣事業（地

及

域等へ あいｄａｙの開

係

催、派遣事業 あいｄａ

1

ｙの開催、派遣事業 あ

0

いｄａｙの開催、派遣



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 721 595 580 583 合計 580,250 円
役務費 67,250 円

財
　
源

特定財源 217 175 207 255 委託料 513,000 円

一般財源 504 420 373 328

職員人件費　② 1,415 1,403 1,760 1,871

総事業費（①＋②） 2,136 1,998 2,340 2,454

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 ・大会参加料
・保険料実費徴収金

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

７

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 教育文化

基本

（

施策 スポーツ
施策体系

平

施策の内容 スポーツ活

成

動プログラムの充実

目

２

　
　
　
的

　各種目毎に

６

参加者相互の情報交換

年

と交流を

主
た
る
内
容

　

度

各種大会を開催するに

評

あたり、専門の知識
深

価

めるとともに、スポー

）

ツの普及振興に寄与 と

刈

実績のある団体等に事

谷

業を委託する。
するた

市

め大会を開催する。

位

事

置
づ
け

関連計画  

根拠

務

法令  

対象者 市民 事業

事

期間 ～

実施方法 □直営

業

　■委託　□指定管理

評

　□補助・助成　□そ

価

の他

シート （様式１）

Ｂ
　
事
　
業
　

会

実
　
績

２４年度実績 ２

計

５年度実績 ２６年度実

名

績 ２７年度計画

一万人

担

卓球764人、インデ

当

ィア一万人卓球659

部

人、 一万人卓球798

生

人、 一万人卓球
カ25

涯

1人、ソフトバレーボ

学

ールソフトバレーボー

習

ル180人、 ソフトバ

部

レーボール128人、

一

ソフトバレーボール
1

般

66人、ミニテニス1

会

66人、ユ ミニテニス

計

150人、 ミニテニス

各

220人、 ミニテニス

種

ニホッケー67人、Ｇ

大

ＯＧＯウ ユニホッケー

会

104人、 ユニホッケ

開

ー86人、 ユニホッケ

催

ー
ォーキング108人

事

ＧＯＧＯウォーキング

業

91人 ＧＯＧＯウォー

担

キング113人 ＧＯＧ

当

Ｏウォーキング
合計1

課

,522人 合計1,1

ス

84人 合計1,345

ポ

人

　市民が気軽に参加

ー

できる大会を開催する

ツ

ことにより、選手間の

課

交流が深められた。

成

款

果

　競技団体による自

項

主的な大会開催への移

目

行を促進させることが

担

課題である。

課題

指標

当

名称（単位）
実績値 目

係

標値

２４年度 ２５年度

普

２６年度 ２７年度 ２９

及

年度

活動 各種大会、イ

係

ベント参加者数（人）

1

13,711 12,1

0

89 12,685 13

6

,000 ―
指標

 
指標

2

 
他市との
比較検証



0

度 ２９年度

成果  スポ

6

ーツふれあいｄａｙ参

2

加人数(人） 331 208 359 366 380
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 250 200 200 200 合計 200,000 円
委託料 200,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 250 200 200 200

職員人件費　② 707 701 704 749

総事業費（①＋②） 957 901 904 949

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

７

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 スポーツ
施

平

策体系
施策の内容 スポ

成

ーツ活動プログラムの

２

充実

目
　
　
　
的

　生涯

６

スポーツの振興にあた

年

り、市民が手軽

主
た
る

度

内
容

　刈谷市スポーツ

評

推進委員協議会に委託

価

し、
に楽しめる環境づ

）

くりを推進するため、

刈

ニュ スポーツふれあい

谷

ｄａｙを開催する。
ー

市

スポーツを広く紹介す

事

る。

位
置
づ
け

関連計画

務

 

根拠法令  

対象者 市

事

民 事業期間 ～

実施方法

業

□直営　■委託　□指

評

定管理　□補助・助成

価

　□その他

シート （様式１）

Ｂ
　
事

会

　
業
　
実
　
績

２４年度

計

実績 ２５年度実績 ２６

名

年度実績 ２７年度計画

担

スポーツふれあいｄａ

当

ｙ開催 スポーツふれあ

部

いｄａｙ開催 スポーツ

生

ふれあいｄａｙ開催 ス

涯

ポーツふれあいｄａｙ

学

開催
参加人員：331

習

人 参加人員：208人

部

参加人員：359人 種

一

　　目：ノルディック

般

・ウ
種　　目：ミニテ

会

ニス、キン 種　　目：

計

ディスクドッヂ、 種　

ニ

　目：ディスクドッヂ

ュ

、 　　　　　ォーク、

ー

ディスク
　　　　　ボ

ス

ール、ディスク 　　　

ポ

　　チャンスペタ、キ

ー

　　　　　チャンスペ

ツ

タ、キ 　　　　　ドッ

普

ヂ、キンボー
　　　　

及

　ドッヂ、チャンス 　

事

　　　　ンボール　　

業

　 　　　　　ンボール

担

、ペタン 　　　　　ル

当

、ペタンク、ユ
　　　

課

　　ペタ 　　　　　ク

ス

、ユニホッケー 　　　

ポ

　　ニホッケー
　　　

ー

　世代や性別に関係な

ツ

く、だれもが取り組む

課

ことができるニュース

款

ポーツの普及が進んで

項

きた。

成果

　スポーツ

目

をしてない人たちが、

担

スポーツに対して興味

当

・関心を持ち、スポー

係

ツ活動に参加できるよ

普

うに啓発に努める。

課

及

題

指標名称（単位）
実

係

績値 目標値

２４年度 ２

1

５年度 ２６年度 ２７年



指

くスムーズに運営する

導

ことができた。

 　開

係

催時期の変更を行った

1

ため気象、走路コンデ

0

ィションにおいては安

6

全性の向上が図られた

2

が、他の大会時期と重な

ることもあり、年々参加者が減少している。事前の広報などＰＲを図り、参加者の増加に努める。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２９年度

活動  参加者数（人） 1,619 1,569 1,374 2,000 ―
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,175 1,830 2,235 2,158 合計 2,235,168 円
役務費 155,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 原材料費 399,168 円
負担金、補助及び

一般財源 2,175 1,830 2,235 2,158 交付金 1,681,000 円

職員人件費　② 5,659 5,611 5,632 4,492

総事業費（①＋②） 7,834 7,441 7,867 6,650

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　

７

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 ス

平

ポーツ
施策体系

施策の

成

内容 スポーツ活動プロ

２

グラムの充実

目
　
　
　

６

的

　マラソン競技者の

年

拡大及び市民のスポー

度

ツ

主
た
る
内
容

　年齢別

評

男女別の1.5、3、

価

10ｋｍのマラソン
競

）

技の参加意欲の増進を

刈

図り、体力づくりと コ

谷

ースと誰でも気軽に参

市

加できるジョギング
健

事

康増進、生涯スポーツ

務

の振興を図る。 コース

事

を設定し、市民マラソ

業

ン大会を開催す
る。

位

評

置
づ
け

関連計画  

根拠

価

法令  

対象者  対象者

シ

を限定せず 事業期間 昭

ー

和４８年度 ～

実施方法

ト

□直営　□委託　□指

（

定管理　■補助・助成

様

　□その他

式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事

部

　
業
　
実
　
績

２４年度

生

実績 ２５年度実績 ２６

涯

年度実績 ２７年度計画

学

ウェーブスタジアムを

習

発着点 ウェーブスタジ

部

アムを発着点 ウェーブ

一

スタジアムを発着点 ウ

般

ェーブスタジアムを発

会

着点
に開催。2.3、

計

3、10ｋｍ、ジ に開

か

催。1.5、3、10

き

ｋｍ、ジ に開催。1.

つ

5、3、10ｋｍ、ジ

ば

に開催。1.5、3、

た

10ｋｍ、ジ
ョギング

マ

男女別、年齢別の9部

ラ

ョギング男女別、年齢

ソ

別の9部ョギング男女

ン

別、年齢別の9部ョギ

大

ング男女別、年齢別の

会

9部
門で開催 門で開催

開

し、1,569人の参

催

加者門で開催したが、

事

天候に恵ま 門で開催し

業

、2,000人の参加

担

者
があった。 れず1,

当

374人の参加者であ

課

ったを見込む。
。

 　

ス

ジョギング及びランニ

ポ

ングブームの中、気軽

ー

に参加できるスポーツ

ツ

イベントとして定着し

課

ているとともに本市の

款

スポ

成果
ーツ振興の一

項

翼を担っている。また

目

今年度は参加者の拡大

担

を図るため、関係機関

当

と調整しコースの変更

係

を行ったが、問題

もな



 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 390 250 250 270 合計 250,000 円
委託料 250,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 390 250 250 270

職員人件費　② 1,415 1,403 2,112 3,743

総事業費（①＋②） 1,805 1,653 2,362 4,013

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

愛知万博メモリアル市町村対抗駅伝選手派

遣事業

平成２７

Ｐ
　
　
Ｌ
　

年

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

度

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

（

　
要

総合計画
分野 教育

平

文化

基本施策 スポーツ

成

施策体系
施策の内容 ス

２

ポーツ活動プログラム

６

の充実

目
　
　
　
的

　愛

年

知万博メモリアル愛知

度

県市町村対抗駅伝

主
た

評

る
内
容

　愛知県が後援

価

している愛知県陸上競

）

技協会
競走大会に刈谷

刈

市代表選手を派遣し、

谷

市民に 及び東海テレビ

市

放送が開催する大会に

事

刈谷市
ＰＲすることで

務

、競技の普及を図ると

事

ともに より選手を派遣

業

する事業を実行委員会

評

に委託
、刈谷市を含め

価

た愛知県内の市町村ス

シ

ポーツ する。
振興に寄

ー

与する。

位
置
づ
け

関連

ト

計画  

根拠法令  

対象

（

者 選抜選手並びに実行

様

委員 事業期間 平成１８

式

年度 ～

実施方法 □直営

１

　■委託　□指定管理

）

　□補助・助成　□そ

会

の他

計名 担当部 生涯学

Ｂ
　
事
　
業
　

習

実
　
績

２４年度実績 ２

部

５年度実績 ２６年度実

一

績 ２７年度計画

総合順

般

位　第8位 各部門2名

会

計18名の選手を選出

計

各部門2名計22名の

担

選手を選出各部門2名

当

計18名の選手を選出

課

し、数回の合同練習会

ス

を経て し、数回の合同

ポ

練習会を行っ し、数回

ー

の合同練習会を予定
大

ツ

会に参加した。 た。 し

課

、大会での上位入賞を

款

目指
　総合順位　第7

項

位入賞 　総合順位　第

目

16位 す。
　目標総合

担

順位　第10位以内

　

当

大会を通じて愛知万博

係

を次世代へ継承すると

指

ともに、競技者育成、

導

市町村相互の交流及び

係

スポーツ振興を図るこ

1

とがで

成果
きた。

　世

0

代ごとの選手選考及び

6

発掘が課題である。ま

2

た、刈谷市としてどのような目的で大会に参加するのかを明確にする。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２９年度

成果  総合順位（位） 8 7 16 10 7
指標

 
指標



10 6

Ｃ
　
事
　
業
　

2

コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,925 2,318 2,718 2,700 合計 2,717,500 円
報償費 2,717,500 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 1,925 2,318 2,718 2,700

職員人件費　② 2,476 2,455 2,464 1,871

総事業費（①＋②） 4,401 4,773 5,182 4,571

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　

７

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 教育

（

文化

基本施策 スポーツ

平

施策体系
施策の内容 ス

成

ポーツ活動プログラム

２

の充実

目
　
　
　
的

　各

６

競技団体などが主催す

年

る全国大会等に、

主
た

度

る
内
容

　国際大会、全

評

国大会、愛知スポーツ

価

レクリ
刈谷市から出場

）

する選手に対して激励

刈

金を交 エーションフェ

谷

スティバル等に出場す

市

る選手
付することによ

事

り、大会での活躍を激

務

励する を激励し、補助

事

を行う。
とともに、各

業

競技の技術向上を図り

評

、社会体
育全体の普及

価

振興に資することを目

シ

的とする
。

位
置
づ
け

関

ー

連計画  

根拠法令  

対

ト

象者 全国大会出場届提

（

出者 事業期間 ～

実施方

様

法 ■直営　□委託　□

式

指定管理　□補助・助

１

成　□その他

）

会計名 担当部 生

Ｂ
　

涯

事
　
業
　
実
　
績

２４年

学

度実績 ２５年度実績 ２

習

６年度実績 ２７年度計

部

画

667人/1,81

一

2,500円 646人

般

/2,317,500

会

円 699人/2,71

計

7,500円 交付見込

各

人数　738人
見込金

種

額　2,700,00

大

0円

　各種大会出場選

会

手への激励並びに補助

出

を行い、スポーツ振興

場

と競技力向上に努める

選

とともに。全国大会等

手

出場選手の把

成果
握に

激

努めることができた。

励

　各種大会出場選手に

事

対し、旅費一部補助と

業

いう形で実施している

担

が、大会規模または予

当

選規模などを勘案し、

課

激励金の

交付基準も検

ス

討する必要がある。
課

ポ

題

指標名称（単位）
実

ー

績値 目標値

２４年度 ２

ツ

５年度 ２６年度 ２７年

課

度 ２９年度

活動 交付人

款

数（人） 667 646

項

699 738 700
指

目

標
 

指標
 

他市との
比

担

較検証

当係 指導係



当係 業務係

1

Ｃ
　
事

0

　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位

6

：千円
２４年度 ２５年

3

度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 244,909 250,846 264,334 276,047 合計 264,334,042 円
需用費 71,703,982 円

財
　
源

特定財源 34,540 37,624 37,986 34,720 役務費 989,498 円
委託料 187,618,000 円

一般財源 210,369 213,222 226,348 241,327 使用料及び賃借料
4,022,562 円

職員人件費　② 3,183 3,156 3,168 3,369

総事業費（①＋②） 248,092 254,002 267,502 279,416

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 使用料及び手数料

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 教育文化

基本施

平

策 スポーツ
施策体系

施

成

策の内容 スポーツ施設

２

の整備・充実・開放

目

６

　
　
　
的

　ウィングア

年

リーナ刈谷、ウェーブ

度

スタジア

主
た
る
内
容

○

評

体育施設の管理、運営

価

ム刈谷及びグリーング

）

ラウンド刈谷の管理及

刈

○体育施設の利用受付

谷

び運営を指定管理者に

市

行わせることにより住

事

○自主事業の開催
民サ

務

ービスの向上と経費削

事

減を図る。

位
置
づ
け

関

業

連計画  

根拠法令 地方

評

自治法、刈谷市体育施

価

設条例

対象者 施設利用

シ

者 事業期間 平成１９年

ー

度 ～

実施方法 ■直営　

ト

□委託　■指定管理　

（

□補助・助成　□その

様

他

式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　
実

部

　
績

２４年度実績 ２５

生

年度実績 ２６年度実績

涯

２７年度計画

・指定管

学

理者による管理運営 ・

習

指定管理者による管理

部

運営 ・指定管理者によ

一

る管理運営 ・指定管理

般

者による管理運営

効率

会

的な管理運営が行われ

計

ている。市では開催が

ウ

難しい自主事業が実施

ィ

された。

成果

都市公園

ン

内に施設があるため、

グ

管理区域に区分が生じ

ア

、利用者への対応がと

リ

りにくい面がある。

課

ー

題

指標名称（単位）
実

ナ

績値 目標値

２４年度 ２

刈

５年度 ２６年度 ２７年

谷

度 ２９年度

成果 各種施

等

設が整い、文化やスポ

施

ーツ、学習活動などに

設

74.8 ― 75.4 7

管

4.0 75.2
指標 取

理

り組みやすいと思う市

事

民の割合（％）
成果 週

業

１回以上スポーツをし

担

ている市民の割合（％

当

） 39.5 ― 39.1

課

45.0 47.0
指標

ス

他市の施設管理、指定

ポ

管理　安城市、豊田市

ー

、西尾市、岡崎市、み

ツ

よし市
他市との 　　　

課

　　　　　直営　　　

款

知立市、碧南市、高浜

項

市 
比較検証

目 担



6

Ｃ
　
事
　

3

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 132,462 136,823 145,119 158,527 合計 145,119,465 円
需用費 3,289,497 円

財
　
源

特定財源 28,544 28,741 34,302 25,971 役務費 456,829 円
委託料 141,372,539 円

一般財源 103,918 108,082 110,817 132,556 使用料及び賃借料 600 円

職員人件費　② 3,183 3,156 3,168 3,369

総事業費（①＋②） 135,645 139,979 148,287 161,896

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 使用料及び手数料
財産収入

２８年度以降の事業費見込 0 諸収入

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

７

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 スポーツ
施策

平

体系
施策の内容 スポー

成

ツ施設の整備・充実・

２

開放

目
　
　
　
的

　刈谷

６

市内の体育施設（刈谷

年

市体育館他7施設

主
た

度

る
内
容

○体育施設の管

評

理、運営
）の施設管理

価

及び運営を指定管理者

）

に行わせ ○体育施設の

刈

利用受付
るなど効率的

谷

に行い、円滑な管理運

市

営を図る
。

位
置
づ
け

関

事

連計画  

根拠法令 地方

務

自治法、刈谷市体育施

事

設条例

対象者 施設利用

業

者 事業期間 平成１９年

評

度 ～

実施方法 ■直営　

価

■委託　■指定管理　

シ

□補助・助成　□その

ー

他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実

名

　
績

２４年度実績 ２５

担

年度実績 ２６年度実績

当

２７年度計画

・指定管

部

理者及び直営による ・

生

指定管理者及び直営に

涯

よる ・指定管理者及び

学

直営による ・指定管理

習

者及び直営による
管理

部

運営 管理運営 管理運営

一

管理運営

指定管理を行

般

っている施設の経費節

会

減が図られた。

成果

指

計

定管理以外の施設のよ

体

り円滑な管理運営方法

育

の検討

課題

指標名称（

館

単位）
実績値 目標値

２

等

４年度 ２５年度 ２６年

施

度 ２７年度 ２９年度

成

設

果 各種施設が整い、文

管

化やスポーツ、学習活

理

動などに 74.8 ― 7

事

5.4 74.0 75.

業

2
指標 取り組みやすい

担

と思う市民の割合（％

当

）
成果 週１回以上スポ

課

ーツをしている市民の

ス

割合（％） 39.5 ―

ポ

39.1 45.0 47

ー

.0
指標

他市の状況、

ツ

指定管理　安城市、豊

課

田市、西尾市、岡崎市

款

、みよし市
他市との 　

項

　　　　　直営　　　

目

知立市、碧南市、高浜

担

市
比較検証

当係 業務係

10



当

第2種　安城市、豊田

係

市、知多市
比較検証 　

業

　　　　　　　第3種

務

　名古屋市、豊橋市、

係

豊川市、一宮市、半田

1

市

0 6 3

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 14,140 62,944 38,850 139,000 合計 38,849,760 円
需用費 6,588,000 円

財
　
源

特定財源 0 4,800 0 0 委託料 3,078,000 円
工事請負費 29,183,760 円

一般財源 14,140 58,144 38,850 139,000

職員人件費　② 1,768 1,753 1,760 2,620

総事業費（①＋②） 15,908 64,697 40,610 141,620

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 教育文化

基本施

平

策 スポーツ
施策体系

施

成

策の内容 スポーツ施設

２

の整備・充実・開放

目

６

　
　
　
的

　ウィングア

年

リーナ刈谷、ウェーブ

度

スタジア

主
た
る
内
容

〇

評

陸上競技場第3種公認

価

更新工事
ム刈谷及びグ

）

リーングラウンド刈谷

刈

の円滑な 〇設備の修繕

谷

及び整備工事
管理運営

市

のため必要な整備を行

事

い、施設の適
切な運用

務

を図る。

位
置
づ
け

関連

事

計画  

根拠法令  

対象

業

者 施設利用者 事業期間

評

平成２１年度 ～

実施方

価

法 ■直営　□委託　□

シ

指定管理　□補助・助

ー

成　□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　

名

事
　
業
　
実
　
績

２４年

担

度実績 ２５年度実績 ２

当

６年度実績 ２７年度計

部

画

・ウィングアリーナ

生

刈谷 ・ウィングアリー

涯

ナ刈谷 ・ウェーブスタ

学

ジアム刈谷 ・ウィング

習

アリーナ刈谷
　防球ネ

部

ットワイヤー取替 　プ

一

ール更衣室前扉設置工

般

事 　電話設備更新工事

会

　電動ロールスクリー

計

ン修繕
・ウェーブスタ

ウ

ジアム刈谷 　観客席取

ィ

替工事 　エレベーター

ン

改修工事　他
　第3種

グ

公認更新工事 ・グリー

ア

ングラウンド刈谷 ・ウ

リ

ェーブスタジアム刈谷

ー

　空調更新工事 　天然

ナ

芝張替修繕 　空調機修

刈

繕
　自動ドア修繕 　音

谷

響設備整備工事　他
　

等

高圧受電設備改修工事

施

・国道23号下駐車場

設

整備工事

計画通り整備

整

できた。

成果

今後、施

備

設が老朽化してくるの

事

で計画的に実施しなけ

業

ればならない。

課題

指

担

標名称（単位）
実績値

当

目標値

２４年度 ２５年

課

度 ２６年度 ２７年度 ２

ス

９年度

成果 ウィングア

ポ

リーナ刈谷使用者数（

ー

人） 313,083 3

ツ

36,550 336,

課

980 339,915

款

346,747
指標

 

項

指標
公認陸上競技場　

目

第1種　名古屋市
他市

担

との 　　　　　　　　



1

浜市9箇所、西尾市2

0

6箇所
他市との (刈谷

6

市８箇所）
比較検証

3

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 13,814 8,237 13,106 0 合計 13,106,016 円
需用費 13,106,016 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 13,814 8,237 13,106 0

職員人件費　② 1,768 1,753 1,760 0

総事業費（①＋②） 15,582 9,990 14,866 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　

７

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 教育

（

文化

基本施策 スポーツ

平

施策体系
施策の内容 ス

成

ポーツ施設の整備・充

２

実・開放

目
　
　
　
的

　

６

グラウンド施設の円滑

年

な管理運営を図る。

主

度

た
る
内
容

○施設の修繕

評

及び整備工事

位
置
づ
け

価

関連計画  

根拠法令  

）

対象者 施設利用者他 事

刈

業期間 ～

実施方法 ■直

谷

営　■委託　□指定管

市

理　□補助・助成　□

事

その他

務事業評価シート

Ｂ
　
事
　
業

（

　
実
　
績

２４年度実績

様

２５年度実績 ２６年度

式

実績 ２７年度計画

港町

１

グラウンドスタンドベ

）

ン 港町グラウンドスタ

会

ンドベン 港町グラウン

計

ドスタンドベン 　
チ足

名

場板取替、住吉テニス

担

コ チ足場板取替、住吉

当

テニスコ チ足場板取替

部

、小垣江グラウ 　
ート

生

補修、亀城公園運動広

涯

場 ート補修、小垣江グ

学

ラウンド ンドクラブハ

習

ウス補修、小垣 　
ＣＤ

部

面整備修繕、井ヶ谷グ

一

ラ 変圧器交換工事 江グ

般

ラウンド内野整備修繕

会

、 　
ウンド・小垣江グ

計

ラウンド電 小垣江グラ

グ

ウンド防球ネット 　　

ラ

　―――――――
気設

ウ

備改修、双葉グラウン

ン

ド 張替修繕、小垣江グ

ド

ラウンド
防球ネット嵩

等

上工事 防護マット・ベ

施

ンチ塗装修繕
、亀城公

設

園運動広場ＣＤ面内
野

整

整備修繕

計画通り整備

備

できた。

成果

長期的な

事

施設改修計画等の策定

業

が望まれる。　

課題

指

担

標名称（単位）
実績値

当

目標値

２４年度 ２５年

課

度 ２６年度 ２７年度 ２

ス

９年度

成果 各種施設が

ポ

整い、文化やスポーツ

ー

、学習活動などに 74

ツ

.8 ― 75.4 74.

課

0 75.2
指標 取り組

款

みやすいと思う市民の

項

割合（％）
成果 週1回

目

以上スポーツをしてい

担

る市民の割合（％） 3

当

9.5 ― 39.1 45

係

.0 47.0
指標

スポ

業

ーツ施設の数　安城市

務

9箇所、碧南市19箇

係

所、知立市4箇所、高



3

1）
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 42,533 14,308 31,413 168,471 合計 31,413,150 円
需用費 19,748,448 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 465,102 円
工事請負費 11,199,600 円

一般財源 42,533 14,308 31,413 168,471

職員人件費　② 1,415 1,403 1,408 1,871

総事業費（①＋②） 43,948 15,711 32,821 170,342

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

７

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 教育文化

基

（

本施策 スポーツ
施策体

平

系
施策の内容 スポーツ

成

施設の整備・充実・開

２

放

目
　
　
　
的

　体育館

６

等の施設の円滑な管理

年

運営を図るた

主
た
る
内

度

容

○設備の修繕及び整

評

備工事
め、随時必要な

価

整備を行う。

位
置
づ
け

）

関連計画  

根拠法令  

刈

対象者 施設利用者他 事

谷

業期間 平成２２年度 ～

市

実施方法 ■直営　□委

事

託　□指定管理　□補

務

助・助成　□その他

事業評価シート （様

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

式

２４年度実績 ２５年度

１

実績 ２６年度実績 ２７

）

年度計画

・吸水式冷温

会

水発生機修繕 ・リモー

計

トユニット取替修繕 ・

名

国旗バトン巻上機修繕

担

・外壁改修工事
・防水

当

改修工事 ・非常用直流

部

電源装置修繕 ・看板バ

生

トン巻上機修繕 ・屋上

涯

防水改修工事
・中央監

学

視装置部品取替修繕 ・

習

空調設備自動制御機器

部

修繕 ・空調設備改修工

一

事
・アリーナ照明ラン

般

プ取替修 ・空調設備冷

会

却水ポンプ等分
繕 解修

計

繕
・空調設備吸水式温

体

水発生機
オーバーホー

育

ル
・アリーナ及び卓球

館

場暗幕取
替修繕
・南入

施

口庇防水修繕
計画どお

設

り整備した。

成果

老朽

整

化が進んでいる施設の

備

ため計画的な整備が必

事

要である。

課題

指標名

業

称（単位）
実績値 目標

担

値

２４年度 ２５年度 ２

当

６年度 ２７年度 ２９年

課

度

成果 各種施設が整い

ス

、文化やスポーツ、学

ポ

習活動などに 74.8

ー

― 75.4 74.0 7

ツ

5.2
指標 取り組みや

課

すいと思う市民の割合

款

（％）
成果 週1回以上

項

スポーツをしている市

目

民の割合（％） 39.

担

5 ― 39.1 45.0

当

47.0
指標

体育館施

係

設　安城市2棟（S5

業

4、H12)、知立市

務

1棟（S57)、碧南

係

市1棟（H7)、高浜

1

市1棟、西尾市5棟（

0

S54、S5
他市との

6

9、H4、H5、H2
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,762 33,212

3

0 合計 33,212,160 円
需用費 979,560 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 32,232,600 円

一般財源 4,232 27,762 33,212 0

職員人件費　② 1,415 1,403 1,408 0

総事業費（①＋②） 5,647 29,165 34,620 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

７

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 スポーツ
施策

平

体系
施策の内容 スポー

成

ツ施設の整備・充実・

２

開放

目
　
　
　
的

　刈谷

６

球場の円滑な管理運営

年

を図る。

主
た
る
内
容

○

度

設備の修繕及び整備工

評

事

位
置
づ
け

関連計画  

価

根拠法令  

対象者 施設

）

利用者 事業期間 ～

実施

刈

方法 ■直営　■委託　

谷

□指定管理　□補助・

市

助成　□その他

事務事業評価シー

Ｂ

ト

　
事
　
業
　
実
　
績

２４

（

年度実績 ２５年度実績

様

２６年度実績 ２７年度

式

計画

・スコアボード改

１

修工事 ・防水工事 ・観

）

客席一部修繕 　
・誘導

会

灯更新工事 ・フェンス

計

等塗装工事 ・スコアボ

名

ード盤用照明修繕 　
・

担

防鳥ネット設置工事 ・

当

スピードガン更新工事

部

・電話設備更新工事 　

生

・空調設備改修工事 　

涯

・外壁改修工事 　　　

学

―――――――

計画ど

習

おり整備をした。

成果

部

老朽化が進んでいる施

一

設のため計画的な整備

般

が必要である。

課題

指

会

標名称（単位）
実績値

計

目標値

２４年度 ２５年

刈

度 ２６年度 ２７年度 ２

谷

９年度

成果 各種施設が

球

整い、文化やスポーツ

場

、学習活動などに 74

施

.8 ― 75.4 74.

設

0 75.2
指標 取り組

整

みやすいと思う市民の

備

割合（％）
     

事

 
指標

県内に硬式野球

業

場は15箇所あり、刈

担

谷市と同仕様の内野土

当

、外野芝生は10箇所

課

、豊田市他8市9施設

ス

。 
他市との
比較検証

ポーツ課

款 項 目 担当

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

係

　
ト

単位：千円
２４年

業

度 ２５年度 ２６年度 ２

務

７年度 ２６年度

（決算

係

） （決算） （決算） （

1

予算） 事業費内訳

事業

0

費　① 4,232 27



3

千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 13,361 16,893 20,249 20,730 合計 20,249,360 円
報償費 11,514,700 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 5,718,340 円
役務費 680,400 円

一般財源 13,361 16,893 20,249 20,730 委託料 798,000 円
備品購入費 1,537,920 円

職員人件費　② 3,891 3,857 2,816 2,994

総事業費（①＋②） 17,252 20,750 23,065 23,724

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

７

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 教育文化

基

（

本施策 スポーツ
施策体

平

系
施策の内容 スポーツ

成

施設の整備・充実・開

２

放

目
　
　
　
的

　学校教

６

育に支障のない範囲で

年

、小中学校の

主
た
る
内

度

容

　各小中学校運営委

評

員会にて利用申請受付

価

と
体育施設を地域住民

）

のスポーツ活動の利用

刈

に 管理指導員を割当て

谷

、開放を実施する。又

市

、
供し、市民の健康の

事

保持増進と体力の向上

務

を 学校開放施設の補修

事

を行う。
図ることを目

業

的とする。

位
置
づ
け

関

評

連計画  

根拠法令 刈谷

価

市立小中学校体育施設

シ

等のスポーツ開放に関

ー

する規則

対象者 市民 事

ト

業期間 昭和５２年度 ～

（

実施方法 ■直営　□委

様

託　□指定管理　□補

式

助・助成　□その他

１）

会計名 担当部 生

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

涯

２４年度実績 ２５年度

学

実績 ２６年度実績 ２７

習

年度計画

利用件数： 

部

10,051件 利用件

一

数：  9,742件

般

利用件数： 9,75

会

7件 利用件数： 10

計

,000件
利用人数：

学

231,360人 利用

校

人数：223,716

開

人 利用人数：218,

放

547人 利用人数：2

事

30,000人

　市民

務

の健康の保持増進と体

費

力向上に寄与している

事

。

成果

　施設の利用率

業

向上を図るためスポー

担

ツ開放の見直しを進め

当

る。

課題

指標名称（単

課

位）
実績値 目標値

２４

ス

年度 ２５年度 ２６年度

ポ

２７年度 ２９年度

活動

ー

 学校スポーツ開放登

ツ

録人数（人） 12,2

課

77 11,020 11

款

,539 12,200

項

―
指標

 
指標

 
他市と

目

の
比較検証

担当係 普及係

10

Ｃ
　
事
　

6

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：
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